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「あたる」って何

突然、脳の病気になり半身不随になったり

することをよく「あたる」と言います。この

「あたる」ことを「脳卒中」と言います。脳

卒中というのは、脳の血管が詰まる脳梗塞、

脳に出血を起こす脳出血・くも膜下出血をま

とめて呼ぶ際の名前となります。今回はこの

脳卒中のうち、脳梗塞についてお話したいと

思います。

脳梗塞とは、脳の血管が詰まることで脳に

血が行かなくなり、脳細胞が壊れてしまうこ

とで脳の機能が低下したり失われたりする

病気です。脳は場所によって持っている働き

が異なるため、損傷された場所に応じて手足

の麻痺や言語障害、視覚障害など様々な後遺

症が出て、半身不随や寝たきり状態になった

り、最悪、命にかかわることもある病気です。

 

 脳梗塞の治療で大切なこと

脳は一度壊れてしまうと再生できない臓

器です。そのため治療で大切になることは、

壊れてしまう脳の範囲をできるだけ小さく

留めることになります。そのためには脳梗塞

になった場合は、できるだけ早く治療を開始

することが肝要となり、できるだけ早く病院

に来ることが大切です。
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